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約   要  

オゾンは酸化力が非常に大きく，有害な副産物を生成しないので食品分野をはじめ多方  

面で殺菌，脱色，脱臭等に利用されている．しかし，今後オゾンを有効に応用して行く上  

で，オゾンに関する基礎的データの集積が重要となる．   

技報VoL．8「オゾンを利用したバイオクリーンエアシステムの可能性」の中で，オゾン  

水によるウイルス，細菌及び原虫（鶏コクシジウム）の不括化効果について報告した．本  

論では，オゾン水による貴簡類と芽胞菌に対する不活化試験を東京農業大学 家畜衛生学  

研究室の協力を得て行った結果について報告する．   

真菌類については，溶存オゾン濃度4～5ppmで有効時間（菌数10個／m E以下になる  

のに要する時間）が3分以下3例，5分以下1例，10分以下2例及び7分を越えるものが  

1例であった．また芽胞菌については，溶存オゾン濃度2～3ppmで有効時間が5分以下  

5例，10分1例及び15分越えるものが1例であった．なお真菌類の場合，オゾンに対する  

抵抗性に多少菌種の差が見られた．  

を始めとする8種類の微生物を不活化することができ  

た．   

さらに，抵抗性の強い其菌類と細菌の芽胞に対するオ  

ゾンの不活化効果を把握することにより，オゾンの広い  

分野への適用を確立することができると考える．   

現在，オゾンの利用分野は水処理（中水道，し尿等），  

食品産筆（原料水処現原材料の殺菌，製造工程または  

最終段階での殺菌等）及び医療（医療器具の殺菌，オゾ  

ン治療等）などである（Tab［el）．   

このようにオゾンが再び注目されはじめ，オゾン発生  

器の改良・開発等がさかんに行われている．しかし，こ  

こで原点に戻りオゾンの基礎的な特性を把握すること  

が，今後オゾンの応用を考える上で非常に重要であると  

考える．   

この度，東京農業大学 家畜衛生学東研究室の協力に  

より，オゾン水による真菌類と芽胞菌の不活化試験を行  

う機会を得たのでその結果を報告する．  
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§5．おわりに  

§1．はじめに  

微生物を抵抗性の弱い順に並べると，一般に栄養型細  

菌，ウイルス，細菌の芽胞そして其菌類となる．代表的  

な細菌，ウイルス及び原虫（鶏コクシジウム）について  

は，技報VoL．8「オゾンを利用したバイオクリーンエア  

システムの可能性」の中で述べた．1．Oppmという僅か  

な溶存オゾン濃度で，しかも数秒の接触時間でウィルス   
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試験方法は，接触槽に滅菌した蒸留水ないしは必要に  

応じて調合した水溶液を入れる．その中に滅菌したガラ  

スろ過器を通じてオゾンを吹き込む．音容存オゾン濃度を  

測定し目標値を維持していることを確認した後，胞子ま  

たは芽胞浮遊液を投与する．その後，定時的にサンプリ  

ングを行いオゾン水による微生物の不括化効果を判定す  

る．なお浮遊液投与前及び試験終了時に，フラスコ内の  

溶存オゾン濃度を測定した．  

§2．試験装置及び方法  

ここでいう試験装置とは，溶存オゾン濃度2～3ppm  

のオゾン水を製造する一連のシステムのことである．す  

なわち，オゾン発生機，接触槽（オゾン水と微生物を接  

触させる容器），排オゾン処理装置及びオゾン濃度測定機  

から構成される．なお試験装置の概要をFig．1に，各部  

の仕様をTable2に示す．  

Tablelオゾンの利用分野  
§3．真菌類の不活化試験   

3－1真菌類とは   

真菌類とは，主として菌糸を伸長して栄養を吸収し，  

繁殖のために各種の胞子を形成する高等微生物である．   

いわゆるかび，キノコ，酵母の全てを含む．この胞子  

が適当な環境のもとで発芽して菌糸となる．また胞子の  

性状，形及び形成位置などは，真菌類を分類する一つの  

基準となる．   

一方，其菌類と人間生活との関わり合いは非常に古く，  

Table3に有効面及び有害面から見た関係を示す．   

試験に僕した其菌類は一般的なもので，その特徴を  

Table4に示す．またTable5は，わが国において大  

気中に浮遊している真菌類を調査（1979年1月～1980年  

1月）したもので，クラドスポリウム属，アルターナリ  

ア属及びペニシリウム属が主要な位置を占めている．す  

なわち，僕試菌がいかに代表的なものであるかがわかる．  

なお，大気中の真菌類は春先から晩秋にかけて多く，そ  

の他の期間は比較的少ないといわれている．  

ユー2 胞子浮遊液の調整  

（1）菌抹の培養   

Table4のNo．1～No．5の糸状菌は，ポテトデキス  

トロース寒天培地“栄研”（栄研イピ芦㈱）を入れたバチ形  

培養びんで培養した．25℃，7～14日間培寺を行い，胞  

子を良く形成させ成熟させた．  

Table3 真南類と人間生活との関わり  

利用分野   利  別  内  容   

前塩素処理の代替  

水の再利鞘（中水道，⊥業朋水）  

受水槽，高架水槽の浄化  

水処理           ′りオファウリング（スライム）の防止  

超純水の製造  

二次処増水の高度処理（ウイルス対策，脱色など）   

冷凍食品，生鮮食品の鮮度保持  

食 ．17．     憤材料の殺菌，漂白  

1二場、冷蔵庫，貯蔵庫などの殺菌   

人 気  ホテル、トイレなどの脱臭  

廃ガス処理（有害ガスの分解，臭気制御など）   

医   
手術室，医療器具の殺蹄  

療     オゾン治蝶（ガン，肺病，気管支炎，火傷など）   

Table2 試験装置の仕様  

装  置  名   仕  様   

治面放電型セラミックスオゾン発隼機  

オ ゾン 発／ト機     オゾン発生量 20g／hrX2  

スライダックにより出力調整吋能   

三角フラスコ（2り  

接  触  槽     オゾンはガラスろ過器を通じて溶解  

スターラーにて楷拝   

排オゾン処理装荷  活性炭（セカード：ぷ，川臼煉瓦（株））   

溶存オゾン濃度のiRlは  

そ   の   他     よう化カリウム法（JIS B 7957－1976）  

試験温度条件は室温   

産前類の有効面   真南顆のイf書面   

発酵食品．1二業   食品の変質，変 敗   

アルコール飲料の製造   植物の疾病   

発酵食ぷ丁の製造   人間及び軌物の病原   

（みそ，しょうも申．チーズの熟成など）   寅菌柾，アレルゲン   

医薬ぷ－l二業   ミズ’ヵビ病（横水魚）   

ペニシリンの製造   マイコトキシン（カビ毒）   

ビタミン，ホルモンなどの製造  その他   

酵素の製造   

その他   

有機物の分解  

オゾン先年器  接 触 槽  
（マグネチックスターラー）  

Fig．1試験装置の概要  

排オゾン  
処理装置  
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TabJe4 供試菌株及びその特徴   

No．   供 試 薗 称 名   特  徴   

Aspergi11usfumigatus   一般にアスペルギルス属は，コウジカビのグループである．土壌，貯蔵米，発酵食品など  

ロ       BFl   いろいろな基質から分離される。また角膜真菌症，外耳道真菌症の原因菌である。   

2   

Aspergillusniger   一般名をタロカビといい，塗料，プラスチックの試験菌に製志されている。また角膜真南  

M♯518   症，外耳道真菌症の原因菌である。   

Penicilliumfrequentans   一般にペニシリウム属は，アオカビのグループである。世界的に広く分布し，国内では生  

3       M♯658   薬，腐敗野菜，i二壌，竹製品，バターなどから発見される．   

Alternaria alternata   一般名をアルターナリア病菌といい，極めて普通に見られ，植物，食品，土壌などから腐  

4        M≠1038   生的に発生する。アレルギー性病変の原因ともなりうる。   

C）adosporium   一般にクラドスポリウム属は，タロカワカビとも呼ばれ土壌，腐朽物，食品，空気中など  

5       tenuissiumM♯710   いたる所に存在する。諸相料の劣化，植物病原となるものが多い。   

酵母型の真南の一つで，カンデイダ症の原因菌である。粘膜気管支，肺などほとん■ど全身  
6  Candida a】bicans O583  

の臓器をおかすが、健康者からも分離される。   

7   

Malassezia pachydermatis 

CBS1879   
温血動物（人や描など）の外耳道に生息し、外耳道炎の原因となる。   

Table5 主要な空中真菌類  
（1979．1～19別）．1）（信太ら）  

場 所   真  南  顆  の  種  類   

札  幌  Cladosporium＞Alternaria＞Penici11ium＞Epicoccum，Phoma＞Arlhrinium，Aspergi11us   

東  
Cladosporium Alternaria Epicoccum Penicillium  Fusarium Myceliasterilia  

京  
（19・8％）（16・8％）（6・9％）  （6・7％） （3・4％）  （19・2％）   

秦  
Cladosporium Alternaria Penicillium AureobasidiuTnFusarium Myceliasterilia  

野  
（31．8％） （17．5％） （9．1％）   （5．0％）  （3．3％）   （4．6％）   

神  
Cladosporium Alternaria Penicillium AureobasidiumPhoma  Epicoccum AspergillilS  

戸  
（15．0％） （10．9％）（5．6％）  （4．8％）T  （2．8％）（2．5％） （2．3％）   

Epicoocum  Alternaria CladosporiumPithomyces  Nigrospora Myceliasterilia  
福  井  

（28．4％） （24．4％） （15．5％）   （2．8％）  （2．3％）   （12．2％）   

Cladosporium  Nigrospora Penicil）ium  Myceliasterilia  
島  崎  

（23．7％） （10．4％） （5．4％）   （4．6％）   （10，2％）  

またNo．6とNo．7の酵母は，グルコース・イースト  

ペプトン寒天培地（Theyeastsの記載に基づき調整）を  

入れたシャーレに植え付け，37℃，24～姻時間培養を行  

った．  

（2）胞子浮遊液   

胞子とオゾンは水溶液中で嶺触させる．その水溶液に  

は，滅菌した0．05％ラウリル硫酸ソーダ液（陰イオン界  

面活性剤）に消泡剤（シリコンKM70：信越化学製）を加  

えたものを用いた．すなわち胞子が疎水性・こ 水i轟夜表  

面に浮遊するため，それを防止し均一な濃度の胞子浮遊  

液を作成するためである．   

No．1～No．5については，全菌苔表面の着生胞子を  

渦巻き白金耳で十分にかき取り，上記水溶液50mセに良  

く混和して胞子浮遊液とした．消泡剤は，界面活性剤に  

よる泡立ちを防止するためである．   

また，No．6とNo．7についても同様に，50m£の水  

溶液に各々の菌を良く混和して浮遊液とした．ただし，  

これら酵母の場合には界面活性剤を入れなくても混合す  

るが，糸状菌の場合と試験条件を合せるために上記咄容  

液を用いた．  

（3）菌数（胞子数）の測定   

各菌株の胞子浮遊液を10－1～10－7まで段階的に希釈  

し，その10■4～10‾7の各希釈胞子浮遊液を用いた．これ  

らの各浮遊液から1m〟を採り，3枚づつシャーレで混  

釈培養した．No．1～No．6についてはポテトデキスト  

ロース寒天培地“栄研’’を，No．7についてはグルコース  

・イースト・ペプトン寒天培地を用いた．培養温度は  

No．5の菌株に対して2ぎC，その他の菌株に対して3アC  

である．  
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発育密度によって確認された．また完全死滅時間は，  

No．3を除いて最大接触時間（No．1－No．5は10分，  

No．6とNo．7は5分）を越えていた．しかし，有効時間  

がNo．1を除いて5分以下，5分あるいは10分であるこ  

とから，完全相成を示さぬ菌の存在が本来的な菌のオゾ  

ンに対する抵抗性に由来するものかどうか疑問である．   

二回目の試験では，一回目の試験結果を考慮して接触  

時間を設定した（Table7）．すなわち，有効時間が5分  

以下のものについてはより短い3分，10分あるいはこれ  

を越えるものについてはより長い15分の接触時間を加  

えた．また5分のものについては，より長い7分を加え  

た．  

3－3 真西類の不活イ餓 結果及び考察   

三角フラスコ（容量2りに，滅菌済みの0．05％ラウ  

リル硫酸ソーダ液350m〟入れる．続いてフラスコ内に  

セットしたガラスろ過器を通じて，目標濃度（2～3  

ppm）になるまでオゾンを吹き込む．その中に胞子浮遊  

液40mgと消泡剤を投与し，定時的に生残菌数濃度を測  

定し不活化効果を判定した．各菌株とも，各棟触時間毎  

にシャーレ3枚に混釈培養した．   

なお胞子浮遊液投与前及び試験終了後に，フラスコ内  

の溶存オゾン濃度を測定した．試験は二回行い，その結  

果をTable6に示す．   

一回目の試験では，平均（混合前と終了時の算術平均）  

溶存オゾン濃度が1．80～4．20ppm，有効時間が短いもの  

で5分以下，長いもので10分を越えた．溶存オゾン濃度  

は，水温，pH，溶液中の有機物等の影響を受け易く不安  

定である．しかし，No．6の溶存オゾン濃度が，終了時に  

おいて検出限界以下となった理由については不明であ  

る．  

10畠・0以上の菌数で供試したNo．1とNo．3の内，後者  

は完全死滅時間7分，有効時間5分以下とそれぞれ明ら  

かにされたが，前者はいずれも10分を越え明輝な時間を  

得ることができなかった．しかし，接触時間を大きくと  

るにつれて，生残菌数の減少しているのが平板上の菌の  

Table，7 二回目試験の接触時間  

菌株No．   
一回目試験の   二回目試験の  

有効時間（分）   接触時間（分）   

＞10   10，15   

2   ≦ 5   3， 5   

3   ≦ 5   3， 5   

4   ≦ 5   3， 5   

5   10   10，15   

6   5， 7   

7   5   3，5，7   

Table6 オゾン水による真菌類の不活化試験結果  

溶存オゾン濃度  
供  試  菌  菌数  各接触時間における生残菌数   完全死滅  

（ppm）  （個／mり  時間  

■No・  南棟名  （個／mり             （分）   
淋1  共2  

ロ  A．fumigatusBFl  3．12  2．40  2．76  ＞108，0  ∠ゝロ  qロ  269．3    ＞10  ＞10  

2  A．nigerM♯518  3．84  4．56  4．20  108．ユ  4．7  0  1．0    ＞10  ≦ 5  

3  P．frequentans    M♯658  4．08  4．08  4．08  ＞10針0  1．3  0  0  7  ≦ 5  

ロ  1，0  1．0  0．3    ＞10   ≦ 5  

91．0  52．0  3．7    ＞10   10  5  C．tenuissium    M♯710  1．92  2．88  2．40  105・0  
亡ヽ＝フ  ▲⊃亡フ  ＞ 5   

7  M，paChydermatis    CBS1879  3．60  2．40  3．00  108・2  仝tコ  42．3  4．7  ＞ 5   5   

ロ  A．fumigatusBFl  5．28  4．68  4．98  108・2  1．0  0  15  ≦10  

2  A．nigerM♯518  6．12  4．32  5．22  108・0  4．7  5   ≦ 3  

3 P・frequentans     M♯658   3．72  4．80  4．26  107・0  0．3  0  ≦ 3  

田  ≦ 3  

5 C・tenuissium     M♯710   5．64  5．16  5．40  106・1  0，3  0  ≦10  

6 C．albicansO583   4．08  5．16  4．62  107■4  0  7   ≦ 5  

448．7   ＞ 7  ＞ 7   

難1：no test ※2：計数不能 ※3：菌数10（個／舶）以下になる時間 兼4：検出限界以下  
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平均溶存オゾン濃度は，4．14～5．40ppmと目標濃度  

（2－3ppm）に比べて高いが安定していた．完全死滅時  

間はNo．7を除いて確定した．No．1やNo．5は，No．2  

－No．4に比べて3倍の安全死滅時間を費やしており，  

オゾン水による不括化効果に菌種の差があると考えられ  

る．有効時間についてもNo．7を除いて最少設定接触時  

間を下回っており，さらに短くなる可能性がある．   

なお，一回目と二回目の完全死滅時間及び有効時間に  

差が生じたことは，主に溶存オゾン濃度の違いによるも  

のと考えられる．  

的で中温多湿を好む．   

試験に供した芽胞菌は，No．7を除いて一般的なもの  

でその特徴をTable9に示す．  

芽胞  

′才！β′  
Fig．2 細菌の芽胞の位置  

套4．芽胞菌の不活化試験   

ヰー1芽胞菌とは   

芽胞菌とは，外界の影響に対して観い抵抗性を示す，  

休止的な繁殖体である芽胞（胞子：無性生殖器官）を形  

成する細菌である．芽胞の形と菌内での形成位置とは，  

菌種によってほぼ一定しているので菌の鑑別に役立つ  

（Fig．2）．   

細菌はその形によって，球菌（cocus），梓菌（bacillus）  

及びラセン菌（spiralform）に区別され芽胞菌はその  

中の梓菌に属する（Fig．3）．   

また芽胞は，細菌にとって個体維持のためのもので，  

1個の菌体に1個の芽胞しか形成しない．芽胞は，熱，  

乾燥，消毒剤などに対する抵抗性が著しく高い．土壌中  

などで長年月にわたって生存し，適当な環境に置かれる  

と発芽，増殖する．   

なお，一般的に其菌類と細菌は生育条件が相反してお  

り，それをTable8に示す．其菌類は生育が遅く，好気  

球 菌  梓 菌   ラセン菌   

F短．3 細菌の形態  

Tabb8 真菌類と細菌の違い  

生育条件   真  西  顆   細  菌   

形 態   多細胞で複雑   単細胞で単純   

酸 素   主とLて好気的   嫌気的，好気的   

生育速度   遅い（経日的）   はやい（経略的）   

温 度   最適生育温度低い（20～28℃）  高い（30～37℃）   

※1   死滅温度低い（平均60℃）  高い   

水分活性   乾燥，高温 高糖濃度など  好湿   

（Aw）   低塩に掛、（AwO．70以上生育）  （AwO．90以上牛育）   

酸度  低pH濃度に強い   酸性側では生育しにくい  

至適pH弱酸性   至適pH中性  

化学的，物理的            菌種により薬剤や光線   一般に薬剤や光線   

作 用   照射王強い   脚紺二弱い   

変 異   変異し易い   変異し敷い   

生活環   複雑（有性，無性）   単純（無性）   

♯1：相対湿度（％）の1／100  

Table9 供試菌株及びその特徴  

N（1   供 試．菌 株 名   特  徴   

1 Bacitlus subtilis 3 
一般名を枯草菌といい，土壌，枯草など自然界に広く分布する．米飯，パンなど各種食品  

の腐敗菌であるが，人間や動物には病原性はない．また遺伝子工学の宿主のつでもある．   

2  Bacillus）icheniformis196   
これの芽胞は枯草菌のそれに比べて，一般に耐熱一任である．100℃、数時間の煮沸に耐え  

る．また遺伝子工学の宿主としてβインターフェロンを年産する．   

3  Baci］luspumilus235   
枯草菌群の一つで，No．1やトb2と歯型はよく似ているが，それぞれのコロニーに特徴があ  

り見分けがつく．土壌中に広く分布しており，病槙菌となることは稀である．   

4  Bacillus circulans 783   
空中雑菌の一つである．No．1と混ぜて葉巻き煙草の処理に加えると，芳香を強めるといわ  

れている．   

5  Bacillus cereus 291   土壌，水系，空気中など自然界に広く分布Lている．また人間の食中毒の原因菌でもある．   

蛋白惟抗菌物質メガシンの生産やカップリングシュガー（虫歯予防甘味料）の製造に関与  
6  Bacillusmegaterium384  

する．   

羊，芋，馬など草食重力物の急性熱性伝染病である炭痘の憤因菌である．人間への感染は創  
7  Bacillus anthracis 34F2  

傷，経口，経気道によるが．故意に忠畜の肉を食する以外自然感染例は少ない．   
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ppmであっに有効時間は，5分以下2例，10牙1例，  

15分2例そして15分を越えるものが2例であった．しか  

し5，10及び15分の各接触時間での生残菌数は，必ずし  

も各菌株とも段階的に減少しなかったので，明確な効果  

の判定はできなかった．これは，供試菌数の過多が原因  

となったとも考えられるので，二回目の試験では菌数を  

減らした．また完全死滅時間は，各菌株とも15分を越え  

た．   

二回目の糊客存オゾン濃度は，2．16～2．64ppmで，  

一回目とほぼ同濃度に調整できた．有効時間は，No．7を  

除いて同じか大幅に短縮した．従って，最初の供武菌数  

の差が有効時間に影響したものと考えられる．また完全  

死滅時間は，一回目と同様に全菌株とも15分を越えたが，  

各接触時間での生残菌数に差が見られた．   

なお，No．2とNo．7以外のものは有効時間が5分以  

下であり，それ以下の時間について確認をしていないが，  

さらに短くなる可能性がある．   

今回供試した芽胞菌は，No．7以外はごく一般的な腐  

生的菌種であり，真菌類の場合に比べてオゾンに対する  

抵抗性の差は余りないように思われる．また冒頭に記し  

たように，真菌類の方が芽胞菌よりもオゾンに対する抵  

抗性が大きいといわれているが，今回の試験ではそれを  

確認できなかった．これは，投入菌数や溶存オゾン濃度  

等に違いがあったためと考えられる．  

4－2 芽胞浮遊液の調整  

（1）菌株の培養   

Table8のNo，1－No．7に対して，トリプトソイ寒  

天培地“栄研”（栄研化珊で斜面培地を作成し，各菌  

を植え付けた後7－10日間，3げCで培養し十分に芽胞を  

形成させた．  

（2）芽胞浮遊液   

滅菌した蒸留水2mgに，トリプトリイ寒天斜面培地  

より芽胞形成が十分な菌を2白金耳浮遊させた．  

（3）菌数（芽胞数）の測定   

一回目の試験では，各菌の浮遊液を10－1～10－8まで段  

階的に希釈し，その10－5－10－8までの希釈浮遊液を用い  

た．また二回目では，各菌の浮遊液を10‾9まで希釈し，  

その10－8～10－9までの希釈浮遊液を用いた．そして各希  

釈浮遊液から1m盟採り，3枚づつシャーレで混釈培養  

した．培地には普通寒天培地を用い，3托：で培養を行い  

各菌の浮遊接の菌数を求めた．  

4－3 芽胞菌の不活イ餓結果及び考察   

滅菌した蒸留水396m£にオゾンを吹き込み，目標濃  

度（2～3ppm）のオゾン水とする．その中に各希釈浮  

遊摘（一回目：10－2，二回目：10‾4）を4mゼ投与し，  

その不活化効果を把握した．各菌株のオゾン水に対する  

接触時間は，5，10及び15分間とし，各接触時間毎に試  

験液を1m£サンプリングしシャーレ3枚に混釈培養  

した．   

なお胞子浮遊液投与前及び試晩終了時に，フラスコ内  

の溶存オゾン濃度を測定した．試験は2回行い，その結  

果をTable9に示す．   

一回目の試験では，平均溶存オゾン濃度が1．98～2，82  

§5．おわりに  

これで殺菌，ウイルス，原虫，真菌類及び芽胞菌に至  

る一連の微生物に対するオゾン水の不活化効果を把握す  

Table10 オゾン水による芽胞筒の不括化試験結果  

溶存オゾン濃度  
試  偶  

各接触時間にお乙ナる    完全死滅  有  効  
供  試  菌  

（ppm）  数  

験  薗  株  名   （佃ノノm且）  （分）  

B．subtilis 3   3．24  2．40  2．82  ＞106・0  4．0  29．0  2．0  ＞15   15  

2  B．1icheniformis196   1．92  2．64  2．28   105・0  83．7  24．7  5．3  ＞15   15  

3  B．pumi1us235   2．04  2．64  2．34  ＞106▼0  0．7  5．0  2．3  ＞15i  ≦ 5  

4  B．circulans 783   2．88  2．40  2．64   ＞106・0  15．7  5．7  10．7  ＞15   ＞15  

5  B．cereus 291  2．16  2．16  2．16  ＞106・9  7，3  30．3  23．3  ＞15   ＞15  

6  B．megaterium384   2．40  2．28  2．34  ＞106・0  7．0  4．3  2．7  ＞15   ≦ 5  

7  Ranthracis 34F2   2．04  1．92  1．98  ＞106・0  42．7  7．3  10．0  ＞15   10   

B．subtilis 3   2．76  2．52  2．64   104・61  2．0  0．3  1．3  ＞15   ≦ 5  

2  B．1icheniformis196   3．12  1．44  2．28   105・21  16．3  2．0  0．7  ＞15   10  

3  B．pumHus235   2．76  2．04  2．40   104■40  3．0  1．0  2．3  ＞15   ≦ 5  

4  B．cifculans 783   2．52  2．28   2．40   105・09  2．0  1．0  0．3  ＞15   ≦ 5  

5  B．cereus 291   2．40  2．04   2．22   105・57  7．0  8．3  3．3  ＞15   ≦ 5  

6  B．megaterium384   2．52  l．80   2．16   105・62  7．0  1．0  1．0  ＞15   ≦ 5  

7  B．anthracis 34F2   2．16  2．28   2．22   105・87  5．3  6．3  16．0  ＞15   ＞15   
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ることができた．他の殺菌剤に比べ優るとも劣らぬ成果  

を確認するとともに，有害な二次生成物を残さないメリ  

ットは大きい．   

一方，オゾン発生機は改良・開発がさかんに行われ，  

発生効率が高く安定性も徐々に良くなってきている．ま  

た管理面から見た場合，オゾン濃度計の信頼性向上や低  

価格化等が進み，オゾン普及のための基盤が整いつつあ  

る．従って，無菌に近い空間が必要とされる医療や食品  

工業などの分野には，近い将来オゾンが適用される可能  

性が大きい．   

今後 オゾンの効率的利用を図るため，オゾンの使用  

量を最小限に抑える必要がある．そのため真菌類につい  

ては3分以下，芽胞菌については5分以下あるいはさら  

に溶存オゾン濃度を下げた試験を行う予定である．時に  

pH，水温有機物の存在がオゾンの効果に大きな影響を  

与えるため，これらのファクターも考慮して行く．   

最後に試験施設の提供及び試験の御指導等で御協力を  

いただいた東京農業大学 家畜衛生学研究室の東先生や  

渡連先生はじめスタッフの方々に厚く御礼申し上げま  

す．また本論の執筆に当たり，内外の書籍，雑誌等を参  

照させていただいたが，それらの著者及び発行者に感謝  

の意を表します．  

参考文献  

1）飯田廣夫：微生物学入門，理工学社，1984  

2）宗宮 功他：オゾン利用の新技術，三橋書房，1986  

3）高鳥浩介：カビ（真菌）の試験法と防止ヌ横，テク   

ノシステムセミナー  

4）内藤茂三：食品工業へのオゾンの利用，フードケミ   

カル，1987．12  

5）宇田川俊一他：菌類図鑑（上・下），講談社，1986  

6）芝崎 勲：微生物制御用語事典，㈱文教出版，1985  

7）日経バイオテク 日経メディカル編：日経′でイオテ  

クノロジー最新用語事典，日経マグロウヒル社，1985  

8）井上真由美：建物のカビ，㈱日本建築士会連合会，  

1979  

9）㈱東京都私立短期大学協会編：微生物学（基礎・応   

用・実験法），㈱西井書店・育英堂，1984   

120   


	2002/04/19 16:50 g011_12.tif

